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左から、加藤達也氏、RobertB.Hirth,Jr.氏、

神林比洋雄氏

トレッドウェイ委員会支援組織委員会
チェアマン･RobertB.Hirth,Jr.氏に訊く
「新COSOフレームワークの

改訂のポイントと日本への影響」

2013年５月、COSO（トレッドウェイ委員会支援組織委員会）より、「内部統制の統合的フレームワーク」の

改訂版が公表された。約20年ぶりとなる今改訂は、現在の複雑化したビジネス環境に合わせてフレームワークを

見直したものと位置付けられる。

そこで本誌では、COSOチェアマンのRobertB.Hirth,Jr.氏の来日の機をとらえ、日本公認会計士協会の監査・

保証担当常務理事の加藤達也氏及びプロティビティLLC最高経営責任者兼社長で公認会計士の神林比洋雄氏によ

るインタビューを行った。

インタビューでは、COSO改訂の経緯、改訂のポイント、日本への影響等についてお話いただいた。是非、ご

一読いただきたい。

（機関誌編集員会）
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加 藤 本日は、お忙しい中、イ

ンタビューに応じていただき、あり

がとうございます。

私は日本公認会計士協会の監査・

保証担当常務理事の加藤達也です。

本日は、プロティビティLLCの神林

比洋雄さんとともに、Hirthさんか

らトレッドウェイ委員会支援組織委

員会（COSO）の活動や今回の改訂

などのお話をお伺いしたいと思いま

す。

Hirthさんは、2013年６月１日付

けで、COSOの新しいチェアマンに

選出されました。まずは、COSOの

活動とチェアマンの役割についてお

話いただけますか。

Hirth まず、COSOの組織につい

て簡単にご説明いたします。COSO

には、６人の役員（Memberofthe

BoardofDirectors）がいます。その

うち５人は、COSOを支援している

５つの専門組織（米国公認会計士協

会、内部監査人協会、米国会計学会、

財務管理者協会、米国管理会計人協

会）から１人ずつメンバーとして選

ばれています。私もその役員の１人

ですが、ほかの５人に選出されてチェ

アマンになりました。チェアマンと

しては、役員会への報告義務があり

ます。それは各役員が、支援する５

つの専門組織に対しても報告をする

必要があるからです。COSOにおい

ては、興味深いガバナンスのシステ

ムができていると考えています。

チェアマンとしての具体的な仕事

ですが、１つにはCOSOについての

外部への広報活動があります。その

ために、COSOが過去にどういう活

動をしたか、COSOが発行してきた

今までの資料についても把握してお

かなければなりません。また、ほか

の役員会メンバーについてもよく知

らなければなりません。現在は、新

しく改訂されたCOSOについて、セ

ミナーなどで説明して皆さんにお伝

えするなど、積極的に活動していま

す。

加 藤 このたびの改訂版COSO

の周知について世界各国をご訪問さ

れていらっしゃるとのことですが、

Hirthさんのみで訪問されているの

でしょうか、それともほかのボード

メンバーと分担してご訪問されてい

るのでしょうか。

Hirth 講演は主にチェアマンの

私が行っていることが多いのですが、

幸いにも私１人では対応することが

できないくらいのリクエストが来て

いますので、そういった講演に対す

るニーズにほかのメンバーが応えら

れるかどうかを確認した上で、行う

場合もあります。

加 藤 来日され、いろいろな所

でご講演をされていらっしゃいます

が、今回の来日された趣旨も含め、

COSOとして日本にどのような期待

をされているかお話いただけますで

しょうか。

Hirth 訪日の目的は、今回の改

訂版COSOについて説明をするため

です。今般、改訂版COSOが日本語

版に翻訳されたので、このタイミン

グの訪日になりました。

１月30日には日本内部統制研究学

会のシンポジウムが開催されました。

COSOについて講演して、説明する

だけではなく、改訂版COSOの日本

語版が刊行されたことも皆さんにご

紹介できました。また、当日は、

COSO改訂の日本におけるインパク

トや、どのような影響があるかにつ

いてパネルディスカッションが行わ

れました。

改訂版COSOには、３つの重要な

示唆があります。

米国で上場している日本企業は、

改訂版COSOに合わせて、2014年12

月15日以降、新フレームワークを使

用しなければなりません。そして、

日本で上場している企業は、現在、

金融庁において、改訂版COSOの内

部統制報告制度に対する影響を検討

しているということなので、その動

向に注目していただきたいと思いま

す。財務報告以外の分野に携わる企

業、組織の方々におかれましても、

この改訂版COSOを検討していただ

き、どのようにパフォーマンスの向

上に役立てることができるか、検討

していただきたいと思います。

神 林 改訂版COSOは、日本語
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以外に中国、スペイン、アラビア、

フランス、ポルトガル、ノルウェー、

ロシアの各言語で翻訳版が作られて

いるとのことですが、EUの中でも

中心的な存在であるドイツの名前が

ありません。ドイツ語でも刊行され

るのでしょうか。また、今後、翻訳

が予定されている国はあるのでしょ

うか。

Hirth ドイツとイタリアも検討

していますが、神林さんが挙げられ

た国の言語で世界の主要な経済の国々

をカバーしていると考えています。

ほかの国、例えば、スウェーデンや

オランダなどは英語のバージョンで

十分事足りると考えています。

加 藤 今回の改訂を受けてこれ

まで何か国もご訪問されたと伺って

おります。どのような国をご訪問さ

れたのですか。

Hirth これまで、中国、シンガ

ポール、オーストリア、スイスを訪

問しました。そして、アメリカ国内

では、25以上の都市を訪問しました。

また、これに加えて、５回のWebcast

（インターネットでの講演）を実施

しており、1,000人以上の参加者が

あったこともあります。

メッセージに一貫性があるように

気をつけながら、COSOとは何か、

なぜ改訂されたのか、改訂版COSO

の体系・構成などを説明しています。

そして、会社のタイプによって、つ

まり、上場している国がアメリカな

のか、それ以外なのかといったカテ

ゴリーごとにどういった対応が必要

かということも説明しています。

また、COSOは、上場会社以外の

組織、例えば、政府、非営利団体等

すべての組織をカバーできる内容に

なっていますので、是非、活用して

いただきたいということも話してい

ます。

加 藤 多くの国をご訪問された

ようですが、それぞれの国での反応

はいかがでしたか。国によって受け

止め方は違ったのでしょうか。

Hirth とてもポジティブな反応

を得ています。特に、「17の原則」

については非常に支持を得ています。

また、どの国も、より詳細なCOSO

のフレームワークについての情報を

求めてきます。そして、それぞれの

国やそこにある会社に対してどうい

う影響があるかを知りたがっていま

す。

神 林 ところで、Hirthさんは、

PCAOB（米国公開企業会計監視委

員会）のStandingAdvisoryGroupの

メンバーも務めていらっしゃると伺っ

ております。2013年10月に、PCAOB

から財務報告に係る内部統制の監査

に関する注意喚起文書が公表されて

おります。監査人によるリスク評価

と内部統制の監査など、PCAOBに

よる検査で多くの監査に不備が発見

されたことに対応するものとのこと

ですが、その内容をご紹介いただけ

ますか。

Hirth PCAOBは定期的に検査を

実施しており、その結果を定期的に

まとめて、サマリーレポートを発行

します。そして、その検査の項目の

１つが内部統制の監査に関する検査

だったわけです。

報告書には、内部統制に関連する

部分を引き続き見直しをしていく、

あるいは継続して内部統制監査を強

化するということが書かれています

が、これはすべての会計事務所に対

するメッセージということになりま

す。

したがって、監査法人、監査人に

は、監査の手続を再度検討していた

だき、PCAOBが出した検査での発

見事項に応えるべく、監査の手続を

見直していただきたいと思います。

神 林 PCAOBは、監査報告書

のあり方など、いろいろなテーマに

ついて検討していると理解しており

ますが、最近の動きについても簡単

にお話いただけますか。

Hirth PCAOBは非常にたくさん

アジェンダを抱えておりまして忙し

くしています。2015年中に最終化を

しようと動いている基準も数多くあ

ります。そのうちの１つが監査報告

書の形式を変えるというものです。

それには、その監査を担当したパー

トナーの名前を明示する、その監査

に関与した団体や会社を開示すると

いったことが含まれています。あと

は、関連当事者の情報を含めること

や、Goingconcernに関する情報も

見直しています。

また、それに加えていくつかの取

組みを行っています。例えば、監査

人が、監査の問題点について協議を

するため、もっと監査委員会のメン

バーとコンタクトをとるといったこ

となどです。

そして、監査の質、品質について

も興味深い取組みを行っています。

それは、監査の品質を評価する指標

を策定するということです。

神 林 AQI（AuditQualityIndi-

cator）のことですね。画期的な取組
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みかと思います。

� 改訂の経緯

加 藤 続いて、COSO改訂の経

緯とポイントについてお伺いしたい

と思います。

今回は、20年ぶりの改訂というこ

とですが、この間、外部環境・内部

環境ともいろいろな変化があったと

思います。この20年間の内部統制を

めぐる環境変化についてご説明いた

だけますか。

Hirth 20年間で、外部環境はい

ろいろと変化がありました。内部統

制に及ぼす影響も非常に多く、フレー

ムワークを改訂するのに十分なぐら

いの変化だったと思います。

もっとも大きかったのは、ビジネ

スを取り巻く環境の変化です。1992

年から比べると非常に多くの変化が

ありました。ビジネスモデルや組織

はこの20年間で大きく変わりました。

また、利用するテクノロジーも大き

く変わりました。グローバリゼーショ

ンもそのうちの１つです。あと、ス

テークホルダーのビジネスに対する

見方も大きく変わりました。内部統

制に関して、企業に対する期待値が

非常に上がっているということです

ね。そのほか、企業の透明性やコー

ポレート・ガバナンスといったこと

も挙げられます。

神 林 20年の間に世界ないし日

本で多くの不祥事がありましたが、

そういったことも、今回の改訂につ

ながっているのでしょうか。

Hirth 不祥事が理由で改訂され

たということではありません。

不祥事が起こる原因としては、例

えば、統制環境があまりよくなかっ

た、統制活動が十分でなかった、職

務分掌が十分に確立できていなかっ

た、モニタリング活動が十分ではな

かったという理由が考えられると思

います。これらについては、改訂版

COSOにおいても相応にカバーして

いると考えています。

加 藤 この改訂版COSOにつき

ましては、一度公開草案を公表（2011

年）した後に再度公開草案（2012年）

を出し、最終的に確定しています。

公開草案を２回出されたのはなぜで

しょうか。

Hirth 今のご質問はとても大事

ですね。COSOが報告書を作成する

に当たって、非常に独特で興味深い

過程をたどっているということを象

徴していると思います。

報告書を最終化するに当たって、

パブリックコメントを求めるという

プロセスは非常に重要で中核的なス

テップです。

最初に出した公開草案に対して多

くのコメントが得られました。これ

により、非常によいコメントを得る

ことができたこと、また、よりよい

資料を作るために、そのコメントを

反映させたものを再度公表すること

が必要でした。最終的なものを確立

するためにそういったステップを踏

みました。

加 藤 最初の公開草案と次の公

開草案との間で、これらの手続によ

り、方向性が大きく変わったという

ことはなかったのでしょうか。

Hirth 変化をしたというよりは、

改善され、向上したと考えています。

実際、最終版には非常に重要だった

コメントをまとめた章が含まれてい

ます。そして、そのセクション、章

には、どのようにそのコメントが検

討されて、役立ったかということが

説明されています。

� 改訂のポイント

① 定義、目的、構成要素について

神 林 それでは、今回の改訂版

COSOのポイントについてお伺いい

たします。まず、内部統制の目的の

１つである「財務報告の信頼性」が

「報告の信頼性」と変更され、その

範囲がより広がり非財務情報も対象

となったわけですが、この点につい

てご説明いただけますか。

Hirth 1992年からこれまでに学

んだこととして、会社は財務報告だ

けではなく、さまざまな種類の報告

を行っているということです。例え

ば、会社は、サステナビリティ等、

会社の社会的な責任についても報告

をしています。財務諸表の報告だけ

ではすまないわけです。財務諸表と

いう言葉を報告から取り除くことに
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よって、その目的を広げることがで

きました。今は、このフレームワー

クをそのほかの報告に対しても使用

することができると考えています。

神 林 今、世界では、統合報告、

つまり、非財務情報と財務情報を統

合して報告しようという流れがある

中で、改訂版COSOはどのような位

置付けにありますか。また、統合報

告を推進している国際統合報告評議

会（IIRC）との連携なども、今後、

考えていらっしゃるのでしょうか。

Hirth まだIIRCとは議論をして

いません。改訂版COSOによって、

会社も含めて影響を受ける組織がた

くさんあるので、まずは、そこに対

する説明や理解を求めていくことが

最優先課題となっています。

加 藤 今回の改訂では、構成要

素の１つである「モニタリング」に

つき、旧COSOでは「モニタリング」

となっていたところ、改訂版COSO

では、「モニタリング活動」と文言

が変わっています。変更の意図や目

的についてご説明いただけますか。

Hirth なぜ変えたかというと、

その言葉の方がよりよく説明できる

と考えたからです。最後に「s」を

つけて複数形にすることで、さまざ

まな種類の活動のモニタリングを可

能にするということを表現したかっ

たのです。

② 「17の原則」の提示

神 林 このたびの改訂では、い

わゆる「17の原則」、それから「着

眼点」を提示し、原則主義（Princi-

plebased）の考え方が採用されてい

ます。グローバルな基準においては、

国際財務報告基準（IFRS）をはじ

め、原則主義が１つの流れになって

きていますが、今回、COSOの改訂

において、原則主義を採用された理

由をご説明いただけますか。

Hirth IFRSが原則主義だからと

いうわけではありませんし、ほかの

グローバルな基準を参考にしたから

というわけでもありません。

原則主義にした方がより効果が高

いからです。原則主義を採用するこ

とによって、さまざまな会社が違う

やり方によって同じ目的を達成する

ことができると考えたからです。

内部統制が有効に機能しているこ

とを結論付けるに当たって、「17の

原則」のすべてが存在して、機能し

ているということを示す必要がある

ことを理解していただきたいと思い

ます。

加 藤 原則主義を採用している

とのことですが、一方で「17の原則」

を明示し、「着眼点」という、より

具体的な例を示されたのは、利用者

の使い勝手を考えてのことでしょう

か。

Hirth 利用者がイメージしやす

いよう、「17の原則」はなるべく１

語や２語の短い言葉で示しました。

そして、利用者にコンセプトや意味

をより理解していただくために、

「着眼点」を設けました。

加 藤 改訂版COSOを実際に使

う利用者には、どのように「17の原

則」や「着眼点」を使ってもらいた

いですか。

Hirth 利用者には、「17の原則」

と照らし合わせて、会社や組織の中

に、原則を満たすために何が存在し

ているかを見極めるのに役立ててほ

しいです。

③ 今回の改訂で強調したいポイ

ント

加 藤 今回の改訂について、特

に強調したいことはありますか。

Hirth 特に強調したいのは、改

訂フレームワークをよく読んでいた

だきたいということです。その上で、

このフレームワークが役に立つのか

どうかをご判断いただきたい。また、

COSOのフレームワークは内部統制

を評価する際に利用できますが、そ

れには、判断や主観性が必要だとい

うことも十分ご理解いただきたいと

思います。

また、内部統制が有効に機能して

いるかどうかを結論付けるに当たっ

ては、「17の原則」が、部分的では

なく、すべてが存在し、かつ有効に

機能しているということが必要にな

ります。今、内部統制は非常に範囲

が広く、業務の効率性、法令遵守、

そして報告といったこともあります。

その構成要素は、どれも重要性が同

じだと思います。ただ、順番として

最初に統制環境が確立されなくては

ならないと考えています。ほかの構

成要素がうまく機能するには、適切

な統制環境を整備しなくてはならな

いと思っています。

加 藤 内部統制という言葉から

は監査も含めた制度的なものがイメー

ジされがちですが、こういったフレー

ムワークは、経営のためにもっと利

用していくべきであると考えます。

日本は、少なくとも今はそこまでの

状況になっていないと感じています。

この点に関してはどのようにお考え

でしょうか。

会計・監査ジャーナル No.705 APR. 2014 13



監査

����������������������������������������������������

Hirth COSOに関して、日本の

経営者に十分にご理解をいただけて

いないとすれば残念に思います。し

かし、ビジネスや環境において変化

が多々あったので、経営者におかれ

ましては、今こそフレームワークや

COSOのモデルを通して少しでも理

解を深めていただければと思います。

神 林 そういう意味では、今回

の改訂でより分かりやすくなったと

ころも多分にあると思いますので、

経営者もそれを活かすチャンスが来

たといえますね。

Hirth そうですね。

� 改訂版COSOの日本への影響

神 林 続いて、日本に関連する

質問です。

日本では、内部統制報告制度は企

業規模に関係なく導入されています。

一方で、アメリカでは既に企業規模

を加味した制度、段階適用といった

措置も採られているとのことですが、

こうした制度のメリット・デメリッ

トについてお話をいただけますか。

Hirth COSOは、日本でもアメ

リカでも規制の内容を変えるような

影響力は持っていません。ただ、日

本で行われていることはよく分かり

ます。

日本とアメリカで違いはあります

が、企業はその規模にかかわらず、

株主によって所有されているという

意味においては同じです。

アメリカでは企業の規模によって

２段階に分けて要請を変えています。

ただ、すべての上場企業が財務報告

に係る内部統制を評価しなければな

らないという点は変わりません。

CEOとCFOが意見表明しなければな

らないという要請も変わりません。

その内部統制の報告、内部統制に対

する監査を要請しているのは規模が

大きい企業だけです。日本でも金融

庁がそういったアプローチを検討す

ることはもちろんできると思います。

加 藤 日本では上場直後から内

部統制報告は行わなければなりませ

んが、IPO（新規上場）を促進する

ために、上場後一定期間の内部統制

監査は不要という措置が日本でも採

られそうな状況です。このような政

策的配慮も必要ですが、一方で投資

家保護という要請もあり、そこは今

回のような措置を採ると相反するこ

とになります。そのあたりのバラン

スについてはどのようにお考えでしょ

うか。

Hirth 米国でも同様の措置が採

られているケースがあります。

「JobsAct」といいますが、IPOをし

たばかりの会社は、内部統制の報告

をするのを先延ばしすることが許可

されています。また、先延ばしの経

過措置の期間に内部統制の報告を延

期せず、意見表明をしないというオ

プションを選ぶこともできるのです

が、注目すべきは、2013年にあった

IPOのうち、それを選択した企業は

ごく少数だったということです。

加 藤 改訂版COSOの導入に伴っ

て、特に監査人が留意すべき点があ

ればお話をいただけますか。

Hirth 企業や組織へのメッセー

ジと同様になりますが、まず、よく

読んで理解してほしいと思っていま

す。そして、新しいフレームワーク

が必須な場合にはどうやって監査を

するかというアプローチ、それに合

わせた手続を作ってほしいと思いま

す。あと、クライアントとよく話を

して、どのような変更点があったか、

どのようにして要請を満たすかといっ

たことを一緒に検討してほしいと思

います。

加 藤 私も、これからは、しっ

かりCOSOを理解した上で監査業務

を行っていきたいと思います。

神 林 COSO・ERMのフレーム

ワークも公表されてから10年が経と

うとしています。その改訂の可能性

など、今後のCOSOの活動について

お話いただけますか。

Hirth 今、COSOは、非常に意欲

的なアジェンダを持っています。し

かし、ここ数年で一番重要だと思っ

ていることは、今回改訂されたフレー

ムワークを皆さんに周知することだ

と思っています。

そして、近々、１つのペーパー

（ThoughtLeaderPaper:HowCOSO

FrameworksImproveOrganizational

PerformanceandGovernance）を発
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行する予定です。これは、ERM、

そして、内部統制のフレームワーク

の２つがありますが、これらをどの

ように一緒に連携して機能させるか、

利用できるかについてのペーパーで

す。このペーパーは、フレームワー

クの局面をより明確にすることにな

るでしょう。また、そこでは、使用

方法や使用した場合の利点について

の説明をするつもりです。

もう１つ予定しているのは、ガバ

ナンスについてのリサーチペーパー

を公表しようと思っています。

また、2004年に発行されたERM

のフレームワークを改訂するかどう

かも検討しています。ただ、ERM

の改訂にはCOSOのボードメンバー

の全員一致ということが必要な条件

になりますので、私の一存では決め

るわけにはいきません。

将来どんなことが起こるか分かり

ませんし、また、今後は透明性がよ

り必要になってくると思っています

ので、柔軟に対応していくことが大

切だと思っています。

加 藤 最後に、日本の経営者、

監査人、関係当局等に向け、一言メッ

セージをお願いいたします。

Hirth COSOは内部統制のフレー

ムワークが非常に高い品質であると

信じています。ですから、ありとあ

らゆる国の経営者、組織、規制当局、

監査人の方には、このフレームワー

クをよく読んでいただきたいと思い

ます。そして、よく読んだ後に、ど

のように役立てるかを意思決定して

いただきたいと思います。もちろん

全部使っていただきたいですが、一

部分を使うというのも十分にあり得

ると思います。それで、多くの国や

組織のお役に立つことができたとし

たら、COSOは成功したといえると

思っています。

加 藤 この新COSOがいろいろ

な場面で有効に活用されるよう、改

訂版COSOの趣旨や目的の周知を図っ

ていきたいと思います。

本日はありがとうございました。
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